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はじめに
モリエールの『オ女気取り』 (Lesprecieuses ridicules) 1 lは，彼が地方
巡業を終えてパリに落ち着いてから書いた一幕散文の笑劇 (lafarce) で
ある。 A.アダンは， この作品が大成功を収めた理由として， それまでの
小喜劇 (lespetites comedies)が観客を笑わせることだけに重点を置い
ていたのに対して，この笑劇が， 17世紀中期に隆盛を極めていたプレシオ
ジテという社会的現象を時事的な問題として諷刺の対象に取り上げたこと
を挙げている。 2)
一方， ピュール神父の『オ女またはサロン（闇）の秘密』 (Laprecieuse 
ou le mystere des ruelles) 3l は，神父自身が，プレシューな人々の集う
サロン (laruelle)に通っていた時の体験をもとに，それまであまり知ら
れていなかったプレシオジテの世界をサロンの会話の再現によって描き出
した風俗小説である。
本論では，これら 2つの作品の意図の相違を踏まえながら，モリエール
1) Moliere, Les precieuses ridicules avec des notes par F. Angue, Uni-
vers des Lettres Bordas, 1988. 『オ女気取り』からの引用は全てこの版に
よる。台詞の引用箇所については，各引用文の末尾に，場・行の数を示した。
2) A. Adam, Histoire de la litterature jranyaise au XVII'siecle, t. II, 
l'apogee du siecle, Boileau Moliere, Paris, Domat, 1952, p. 259. 
3) Michel de Pure, La precieuse ou le mystere des ruelles, p.p. E. 
Magne, Paris, E. Droz, S.T.F.M., 2 vols, 1938-1939. 
34 
が劇中に登場させる「似非才女」に着目し，そのプレシューな特徴をピュー
ル神父の小説に現れる登場人物達の証言と報告に基づいて考察したい。ま
ず，両作品の意図についてそれぞれ簡単に触れておこう。
1 . 作品の意図
2つの作品の共通点は，ともに「オ女」 Oaprecieuse)を主題にしてい
ることである。 J.-M. プルによれば，「オ女」と呼ばれる女性達が世間の
脚光を浴びた期間，すなわち「オ女」の流行期間は， 1654年から1661年ま
での7年間であり，「オ女」に対する人々の関心は1658年から1660年にか
けて最高潮に達した。 4) ピュール神父の小説の出版が1656年から1658年に
かけて，また，モリエールの笑劇の初演が1659年に行われたことを考えれ
ば， 2つの作品は「オ女」という存在が社会的に最も注目を集めていた時
期に世に出たといえる。
しかし，作品の意図は，『オ女気取り』と『オ女またはサロン（閾）の秘
密』とではかなり異なる。モリエールは，序文でこの笑劇の狙いを次のよ
うに述べている。
私は，……最も優れたものが，騒されて当然の悪い猿どもによって
そっくり真似されやすいこと，最も完璧なものをこのように間違って
模倣したものが常に喜劇の題材とされてきたこと，そして……真のオ
女達を下手に模倣する滑稽なオ女達が演じられているのに，本物のオ
女達が怒ってしまうのは間違っていることをお見せしたかったのであ
る。 5)
このように．彼は．劇の中で椰楡される標的は本物の猿真似をする滑稽な
才女達だと明言し，真のオ女達からの非難や攻撃を避けようとしている。
4) J. -M. Pelous, Amour precieux amour galant (1654-1675), essai sur 
la representation de l'amour dans la litterature et la societe mon-
daines, Paris, Klincksieck, 1980, pp. 311-317. 
5) Moliere, op. cit., p. 39. 
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従って，劇の中に見出されるプレシオジテは，似非才女が歪め堕落させた
「滑稽なプレシオジテ」といえよう。
一方， ピュール神父の小説は， 『オ女気取り』と比べて，プレシオジテ
に対する批判的な傾向を明確に示さない。プレシオジテに対する神父の立
場が曖昧なために，この小説がプレシオジテを諷刺した作品なのかどうか
研究者の間で意見が分かれているほどである。 6)内容の中心は，題名が示
すように，「オ女」とサロンの中で繰り広げられる「会話」である。この
作品には「オ女」にまつわる逸話や記述が多く，プレシューな人々の関心
を惹く話題が豊富に収録されているため，一般にはむしろ，プレシオジテ
に関する資料・記録として評価されているのである。次に，『オ女気取り』
に登場する似非才女達がどのような娘なのか確認しておこう。
2. 似非才女
この劇の舞台はパリのゴルジビュス邸である。彼の娘のマドゥロン
(Magdelon)と姪のカトー (Cathos)は．憧れのパリに出て来たばかり
の「田舎の気取った女」 Clespecques provinciales)である。彼女達は．
「オ女」になりたい一心で身分不相応な気取りを追求するあまり． ゴルジ
ビュス (Gorgibus)が勧める貴族のラ・グランジュ (LaGrange), デュ・
クロワジー (DuCroisy)との結婚に何ら関心を示さない。ゴルジビュス
邸を訪問して彼女達に冷たくあしらわれたラ・グランジュは，プレシオジ
テの風潮について次のように述べる。
プレシューな空気はパリを汚染しただけでなく地方にまで広がりまし
た。そして，あの滑稽ないかれた女達はその空気をたっぷりと吸い込
んでしまったわけです。
(sc. 1, 1. 22-24) 
6) R. Lathuillere, La preciosite, etude historique et linguistique, t. I, 
position du probleme~ les origines, Geneva, Droz, 1966, pp. 85-87. 
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プレシオジテは1654年にパリで生まれたといわれる。”ラ・グランジュの
言葉は，その風潮が早くも発祥地のパリから地方にまで波及していること
を示している。従って，マドゥロンとカトーは，地方でプレシューな風潮
に染まった結果，パリに出て「オ女」になることを夢見るようになったと
考えられる。マドゥロンは，似非貴族のマスカリーユ (Mascarille)から
パリの印象を聞かれ，パリの魅力を次のように語る。
ああ！ 何と申し上げましょうか。理性の対極にいる人でなければ，
パリが素晴らしいものの集まる広大な場所，良き趣味，オ知，ギャラ
ントリーの中心地であることを認めずにはいられないでしょう。
(sc. 9, 1. 286-289) 
しかし，パリに出てくるだけですぐさま「オ女」になれるほど現実は甘く
ない。世間から認められる「オ女」となるためには，彼女達に何が必要な
のか。
プレシューな交際において，サロンの果たす役割は大変大きかった。
この劇の中でも，似非才女達が，貴族に扮したマスカリーユやジョドゥレ
(Jodelet)と屋敷の中で交流する場面が見られる。マドゥロンは， 自分達
がこれから開くサロンに一流の人々が出入りすること，つまり，上流階級
の人々との交際の重要性を次のように説く。
……社交界に仲間入りしたければ，そういう全ての方々との面識が必
要だからです。そういった方達がパリにおいて名声を一段と高めて下
さるのです。……でも，私が特に素晴らしいと思うのは， このような
御訪問を度々頂くことで知性に磨きがかかり，必ず知っていなくては
ならないこととか，上品さに秀でた人の本質のようなものを沢山教え
られるということです。
(sc. 9, 1. 308-311, 313-316) 
7) A. Adam, 《Lapreciosite》,in Cahiers de l'association internationale 
des etudes franfaises, n°1, Juillet 1951, p. 35. 
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彼女は，娯楽に興じたり知性や教養を高めたりする場としてだけでなく，
何よりもまず．優雅な上流社会の人々と出会える場として．サロンという
空間の果たす役割を高く評価している。 R.プレは, 17世紀のプレシオジ
テを「関係（または交際）のプレシオジテ」 (lapreciosite de relation) 8 > 
と定義し．また．次のように述べている。
結局．オ女には，他のプレシューな人々や作家達との交流．その
周囲を取り巻く仲間が必要である。プレシオジテは．似たもの (le
semblable)との結合．逆にいえば異なるもの (ledifferent)との分
離従って集団内のある種の孤立を前提とする。 9)
ここに．プレシオジテの興味深い性質の 1つとして．ある集団内に生ずる
「排他性」が指摘されている。ピュール神父は，集団を形成しようとする
才女達の傾向を無視して．オ女を理解することは難しいという。
才女には本性からして定義がありません。言葉は大雑把すぎるので．
これほどオ気に富んだものを十分に表現することができないのです。
彼女達が構成する集団やその集団の外観を通して．オ女とは何かを理
解するしかありません。10)
いいかえれば．オ女はプレシューな人々の集まりの中にいなければ孤立し
てしまい，自分の存在感や独自性を薄れさせてしまうということである。
この時．サロンは．プレシューな人々を外の世界から隔てる仕切りや囲い
のような役割を果たす。そこは，誰もが自由に入れる空間ではなく．極め
て閉鎖的な性質を帯びた場である。そこに集まる人々はある種のエリート
意識を共有し合うのである。オ女は．そのような場でオ女としての自己同
一性（アイデンティティ）を確立し，自分の存在意義を確認するといえよ
8) R. Bray, La preciosite et les precieux, de Thibaut de Champagne 
ti Jean Giraudoux, Paris, Nizet, 1948, p. 390. 
9) Ibid., p. 139. 
10) Michel de Pure, op. cit., 1 erpartie, t. 1, p. 67. 
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う。
宮廷やサロンにおける人間関係を前提として，初めてプレシューな交際
が成立するとすれば，マドゥロンとカトーが「オ女」になるために自分達
と似た仲間を求めることは理解できる。ただし，実際に彼女達と意気投合
する仲間は，本物の貴族ではなく， ラ・グランジュとデュ・クロワジーが
彼女達への復讐のために貴族に変装させてゴルジビュス邸に送り込んだ彼
らの下僕達でしかない。
さて，ゴルジビュス邸に一流のサロンを開くことは，「オ女」になりた
いマドゥロンとカトーにとって切実な願いである。しかし．運よくそのよ
うな環境が整ったとしても，彼女達は一流のオ女にはなれない。それでは．
彼女達と「オ女」は決定的にどう異なるのか。ピュール神父は．サロンに
集まるオ女達が同一の理想・価値観•生活信条を共有する 1 つの集合体を
形成していることを登場人物のジェナーム (Gename)に次のように報
告させている。
彼女達の間には一種の信仰があり，ある種の誓いを立てているとい
うことです。その誓いは厳粛で破ることのできないものであり，彼女
達が会話の最中に生涯にわたって守り続けると約束するものです。こ
れらの誓いは，誓いが立てられた時に込められた敬意と同様の信念を
もって守られるのです。11)
ここに言及されるオ女の 5つの誓いとは， 1. 「思考の緻密さ」 (lasub-
tilite dans les pensees), 2. 「欲望を満たす上での手順」 (lamethode 
dans les desirs), 3. 「文体の純正」 Clapurete du style), 4. 「街学者と
田舎者に対する永遠の戦い」 (laguerre immortelle contre le pedant et 
le provincial), 5. 「有害な言葉の根絶」 O'extirpation des mauvais 
mots)である。これらの誓いは，一般の女性と区別される「オ女」の独
自性を裏付ける根拠として注目に値しよう。
1) Ibid., 1 erpartie, t. 1, pp. 71-72. 
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そこで，オ女の第四の誓い「街学者と田舎者に対する永遠の戦い」に従
えば，「オ女」を目指すマドゥロンとカトーは，地方から出て来たばかり
のただの平凡な娘であってはならないことになる。彼女達は次のようにゴ
ルジビュスとの血縁に疑いを抱く。
マドゥロン ……私が本当にあの人の娘であるとは思いにくいわ。
だから，いつかある出来事が起こって，私がもっと名門の生まれだと
いうことが明らかにされると思うの。
カトー まさにそう思いますわ。そうよ，社交界の雰囲気が全体に
漂っていますもの。私もまた，自分の姿をよく見ると…
(sc. 5, 1. 180-184) 
彼女達の思考は滑稽なほど空想的である。ピュール神父の小説では，登場
人物のジェナームがオ女の起源について次のように語る。
才女は自分の父親と母親の娘ではありません。古い戒律を保つあの供
え物を捧げる僧侶 Clesacrifica teur) と同じく，オ女にはどちらの
親もいないのです。…•••オ女は，天が彼女達の魂の中に注ぎ込んだ最
高の賜物を育むことによってサロン (laruelle)の中に形作られるの
です。12)
ここでは，オ女にとって， 日常生活における実際の家族との繋がりよりも，
サロンの中で交際する人々との繋がりの方が深いことが読み取れる。サロ
ンの中では，オ女は現実の世界から遊離した存在となる。従って，プレシ
オジテの現実離れした空想的な側面を否定することはできないだろう。似
非才女達の台詞とジェナームの話は，オ女が肉親との血縁を否定する点で
一致している。似非才女達は，理想と現実との間にある溝を埋めるために，
自分達の境遇を全面的に否定して空想の世界に安住の地を求めようとして
いる。この場面では，オ女の「理想主義者」としての特徴が彼女達の言動
12) Ibid., ler partie, t. l, p. 63. 
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によく反映しているといえよう。
3. プレシューな特徴
マドゥロンとカトーは，滑稽なオ女にしかなれない宿命を背負っている
とはいえ，劇の中でいくつかのプレシューな傾向を示す。まず，彼女達が
服装やお洒落に執着する場面を順に見てみよう。ゴルジビュスは，彼女達
が唇に脂を塗っていることを女中のマロット (Marotte)から聞き，次の
ように嘆く。
脂の塗り過ぎだ。……あのろくでなしどもは，脂で私を破産させた
いらしい。至る所に，卵の白身や化粧乳液や私の知らない無数のがら
くたばかりが見える。ここに来て以来あいつらは少なくとも豚lダー
ス分の脂身を使ってしまっておる。あいつらが使う羊の脚で4人の下
男が毎日暮らしていけるのに。
(sc. 3, 1. 56-62) 
また，マドゥロンとカトーは自分達のお洒落に専念するだけでなく，他
者の身なりにも厳しい目を向ける。彼女達が2人の貴族との結婚を拒絶す
る理由の 1つとして，彼らの質素な身なりが挙げられる。カトーは次のよ
うに不満を漏らす。
……飾り気のないズボンの脚，羽飾りの取れた帽子，髪の乱れた頭，
そしてリボンのないことを耐え忍ぶ衣装，そんな格好で愛する人を訪
ねて来るなんて！……おまけに，あの人達の胸飾りが一流の仕立て人
のものではないこととか，ズボンがあと 5寸以上なくては十分な大き
さではないことにも気づきましたわ。
(sc. 4, 1. 131-133, 136-138) 
逆に，彼女達の気に入る服装をしたマスカリーユとジョドゥレは，似非貴
族であることを悟られることなく，彼女達から熱烈な歓迎を受ける。そし
て，マスカリーユは，劇の結末で自分達の本当の姿が暴かれた後，外見だ
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けで人の善し悪しを判断した彼女達の愚かさを次のように皮肉る。
……ここでは，下らない見てくれしか好まれないし．素っ裸の美徳は
少しも重んじられないことがよく分かった。
(sc. 16, 1. 735-736) 
なぜ，マドゥロンとカトーはこれほどまで服装やお洒落に執着するのか。
ピュール神父の小説では．ュラリー (Eulalie)が対人関係における外見
の重要性を次のように説いている。
外観や外見は礼儀に適った関心と立派な分別の唯一の対象となること
をよく理解し，確かなことと考えて下さい。……感覚でとらえられる
もの，外側に現れるものは，理性的な判断の恩恵に浴するだけでなく，
無知な人々や軽率な人々の非難にも晒されるのです。……目に見える
ものが人に不快感を与えないようにして下さい。御自分のためにうわ
べや外見を取り繕って下さい。13)
外見に気を配ることは．自分の内面に潜む欠点を覆い隠したり，自分を自
分以上の人間に見せたりすることだけを意味しない。 J.スタロバンスキ
の「見かけ」 Cleparaitre)についての説明を見てみよう。
見かけとは．従って，前から存在する「性質」の忠実な表れでも．
（前から存在する真実をやはり前提とする）純然たる偽りでもなかろ
う。街いとは．ほぼ偽りに近いものでありながら真実に近いものだろ
う。つまり．それは．現実における実現を追求する．何かになろうと
する意欲．虚構である。14)
まさに，マドゥロンとカトーは，「田舎の気取った女」から「オ女」へと
変身することを熱望する．自己実現の欲求に支配された娘である。彼女達
13) Ibid., 1" partie, t. 1, p. 23. 
14) J. Starobinski, L'oeil vivant, Gallimard, 1961, p. 51. 
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の考え方は、外見を重視する点でオ女の考え方と全く一致している。他の
人々よりも秀でるために，外見や物腰に工夫を凝らすことによって，自然
さの薄れた人工的ともいえる個性を引き出そうとする傾向は，オ女に特有
のものである。ありのままのものを拒絶する「反自然性」は，プレシオジ
テの 1つの性質である。とはいえ，彼女達は，虚飾に専念するばかりでそ
の他の努力を怠っているため，滑稽なオ女にしかなれない。
次に，マドゥロンとカトーが言葉の面で滑稽さを生み出す場面を見てみ
よう。マドゥロンの奇妙な言葉にマロットは当惑してしまう。
マドゥロン ……早く， ここに美の相談相手をもって来てちょうだ
し'o
マロット 誓って申し上げますが！ 私にはそれがどんな獣なのだ
かさっばり分かりません。私が理解することをお望みならば，皆と同
じように話していただきませんと。
カトー 鏡をもって来なさい。あなたは何て無知なんでしょう。自
分の姿を鏡に映してガラスを汚してしまわないようによく気をつけな
さいよ。
(sc. 6, 1. 201-207) 
マドゥロンとカトーは，「美の相談相手」 (leconseiller des graces)とい
う表現が「鏡」を意味するという共通の認識をもっている。しかし，その
ような約束事は彼女達以外の人には通用しない。なぜ，彼女達は他の人が
理解に苦しむような隠語 Clejargon)をあえて用いるのか。
ピュール神父の小説には，あるオ女が言葉について面白い構想を練って
いる話が出てくる。彼女は，別のオ女に打ち明けた新しい計画を次のよう
に語る。
……私は彼女に，私達の間で話すために， しかも，私達の話が聞いて
いる人達に理解されないようにある種の言葉を作ろうと思っていたこ
とを告げました。15)
15) Michel de Pure, op. cit., 3・partie,t. 2, p. 161. 
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この計画は，明らかに，オ女達の間でのみ通用する言葉の確立を目指して
いる。 R.プレは，プレシューな隠語を「他と区別されたいと願う貴族的
な意志によって必要とされる，ある集団特有の表現体系」16) と定義してい
る。それ故，隠語は，オ女が他の人々に対する自分達の優位性を誇示する
ための言葉の手段だといえる。マドゥロンとカトーはその効果を利用し，
マロットを混乱に陥れることで自分達の優位性を示そうとしている。モリ
エールは，マロットの反応をそのように滑稽に描くことによって，逆に似
非才女達を椰楡しているといえよう。
さて，オ女にとって，結婚は大変大きなテーマである。マドゥロンとカ
トーはどのような結婚観をもっているのか。彼女達がゴルジビュスに逆らっ
てまで結婚を拒絶する理由は何か。マドゥロンはゴルジビュスに次のよう
に話す。
お父様私のいとこだって私と同じく，結婚は他の色々な波瀾に満ち
た出来事を経てやっと辿り着くものだというでしょう。恋をする男性
が気に入られるには，崇高な感情を語ったり，優しさや愛情や情熱を
表現したりする術を心得ていなければなりません。また，結婚相手を
求める時は形式に従わなくてはなりません。……
(sc. 4, 1. 92-96) 
彼女は，結婚に至るまでに長い時間と形式に沿った一定の手続きが必要だ
と主張する。つまり，彼女の考えでは，結婚は人生の最終の到達点でしか
なく，むしろ重要なのはそこに至るまでの恋愛の過程である。この考え方
にはスキュデリー嬢の恋愛観の強い影響が認められる。従って， ラ・グラ
ンジュ達からの突然の結婚の申し込みにすぐ応じることは，彼女達の恋愛
上の流儀に全く反することになる。また，カトーはゴルジビュスに結婚へ
の強い嫌悪感を表明する。
伯父様，私が申し上げられることは，結婚が私には全く不快なものに
16) R. Bray, op. cit., p. 168. 
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思えるということです。真っ裸の男の人のそばで寝るなどという考え
がどうして許せるでしょうか。
(sc. 4, 1. 163-166) 
愛の肉体的側面を排除しようとする彼女の傾向は，「愛の純化」に至上の
価値を置くプレシューな恋愛の理想に完全に一致する。
ビュール神父の小説では，結婚の話題にかなり多くの頁が割かれており，
そこには，女性の立場からの結婚に対する意見や結婚生活を改善する提案
が数多く見られる。ュラリーは結婚に対する正直な気持ちを次のように告
白する。
……自分の夫に対して尊敬の念をもつことができたとしても、私はや
はり結婚に途方もない嫌悪を抱いてしまいます。そこで，私は，今の
私と，なろうとすればなれる私，すなわち，既婚女性の状態と未婚女
性の状態を区別します。要するに，それらは「隷属」と「自由」とい
うこれら 2つの言葉で適切に区別できると思います。17)
このように語るユラリーと比べれば，マドゥロンとカトーは結婚生活の面
で深刻に悩むような状況にはいない。彼女達は未婚者であり，完全に自由
の身である。マドゥロンはゴルジビュスにパリでの自由な生活の許しを求
める。
パリの社交界でちょっと一息つかせてください。私達は着いたばかり
なんですから。私達に心行くまで小説の筋を織らせて下さい。そして．
その結論をそんなに急かさないで下さい。
(sc. 4, 1. 167-170) 
従って，結婚のことなど彼女達の眼中にない。スキュデリー嬢の恋愛観を
信奉する限り．彼女達の関心は長々と続く恋愛の過程にしか向かないとい
える。
17) Michel de Pure, op. cit., 2• partie, t. 1, p. 281. 
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おわりに
以上， 『オ女気取り』に登場する似非才女達のプレシューな特徴を考察
した。その結果，彼女達の示す傾向は， ピュール神父の作品に記されてい
るプレシューな傾向と比較して，あまり著しい相違を見せないように思わ
れる。なぜなら，マドゥロンとカトーは，少なくとも，プレシオジテの発
祥地であるパリの流行を追い求める女性として登場するからである。 R.
プレは，当時のいくつかの地方都市にパリの女性を見倣ったオ女達が存在
したことをごく簡単に報告している。18) また，彼は，「真のプレシオジテ」
と「滑稽なプレシオジテ」との間に本質的な相違を認めていない。19) プレ
シオジテは「主観的な現象」 Cunphenomena subjectif)20'として現れる
のである。
それでも，マドゥロンとカトーが滑稽だということに変わりはない。あ
る流行が発生する場合，流行の先駆者とその流行を後から追いかける追随
者の関係が常に存在する。マドゥロンとカトーは，劇の中でプレシューな
流行の追随者としての弱点と軽薄さを露にしているのである。また，プル
ジョワの家庭にプレシューなサロンを開設することは，伝統的な価値観や
社会的制度に支えられた平和な家庭に異質なものを持ち込むことにほかな
らず，当然，日常生活の様々な面で，意見の対立や軋礫が生じることは必
至だからである。
（博士課程後期課程）
18) R. Bray, op. cit., p. 135. 
19) Ibid., pp. 136-137. 
20) Ibid., p. 278. 
